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政策金利は10ヵ月連続で据置き：  

2012年通年で高い経済成長を達成する見込み 
 

12月11日に開催された金融政策決定会合において、BIは

政策金利を現行の5.75％に据置くことを決定しました。今回

の据置きは10会合連続で、市場の予想通りでした。 

インドネシアの政策金利は過去最低水準にありますが、こ

の低金利の維持を可能とした背景には、インフレ率（消費者

物価指数上昇率）の落着きがあります。11月の上昇率も前

年同月比+4.32％と10月の同4.61％より低下し、BIの目標レ

ンジ(3.5-5.5％)内に留まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、2012年7-9月期の実質国内総生産（GDP)成長率は

前年同期比+6.17％と、引続き6％台の高水準を維持しまし

た。7-9月期は海外からの直接投資も大幅に増加し、四半期 

 

 

 

 

 

 

 

インドネシア経済の現状と今後の見通し 

堅調な内需が主導し、高水準の経済成長を達成 

インドネシアは2012年も堅調な経済成長を継続しています。12月11日のインドネシア中央銀行(BI)の金融政策決定会合に

おいて、政策金利は5.75％の据置きとなりましたが、これは今後も堅調な経済成長が見込め、現在の金利水準は妥当と 

いう判断によるものです。堅調な内需の現状および今後の見通しについてお伝えします。 

出所： Euromonitor International のデータに基づきイーストスプリング・                
インベストメンツ作成。 

*現地通貨ベース 

121214（04） 

ベースで過去最高を更新しています。投資の拡大はインドネ

シアの課題であるインフラ整備の進展にも繋がるため、来年

以降の経済成長にも寄与する好材料となります。 

2012年通年での実質GDP成長率は前年比+6.1-6.5％と予

想されていますが、インドネシア国家経済委員会は、2013年

予想についても同+6.1-6.6％と、2011年、2012年と同水準の

経済成長を達成できるという見通しを明らかにしました。 

 
堅調な個人消費：経済成長をけん引 
  

国家経済委員会は持続的な経済成長を可能とする要因と

して、国内の堅調な個人消費を挙げています。インドネシア

における個人消費のGDP寄与率は50％超ですが、豊富か

つ若い人口に支えられ、所得とともに順調な増加を示してい

ます。 

 

 

インドネシアの家計当り消費と所得の推移 
（2006年-2011年) 
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出所： Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ 
作成。 
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今後の見通し：引続き内需主導の強みを発揮 

中流階級の増加に伴い、幅広い分野での消費に期待 

  

当社グループでは、インドネシアが引続き高水準の経済成

長を継続すると予想しています。現状、対外債務の減少から

財政は改善傾向にあり、さらなる格上げの可能性にも期待

が持てます。 

グローバルな投資家のリスク回避姿勢の動向は今後も 

インドネシアの金融市場に影響を与えると想定しています

が、加えて注視すべき点として、石油価格の上昇とそれが財

政に与える影響、海外資金動向に伴う通貨ルピアの変動、

インフレ水準、2014年に予定されている大統領選に向けて

の政治動向等が挙げられます。 

加えて、11月に発表された労働者の最低賃金の引上げ

が、企業にどのような影響を与えるかについても注視してい

ます。 

しかしインドネシアの強固なファンダメンタルズに基づく長

期的な経済成長の継続と、それに伴い、金融市場が拡大と

活性化を続け、長期的な観点で投資による高い収益が期待

できるという見方は変わっていません。 

アジア域内は輸出に依存する国が多く存在しますが、イン

ドネシアは内需主導型経済モデルの下、世界経済の低迷の

影響を受けにくく、非常に早い速度で経済成長が進展してい

ます。今後は豊富かつ若年層の多い人口動態上の優位性

に加え、中流階級の増加による幅広い範囲での個人消費の

拡大等が、内需主導型経済モデルを支えると考えていま

す。 

 

 

特に最近の消費傾向としては、生活必需品の他、コン

ピュータや外食産業等、様々な分野での高い成長が目立ち

ます。経済成長と所得の増加に伴い生活水準が向上し、支

出もそれを反映していると言えます。 

当社は今年数回にわたりジャカルタ視察を行いましたが、

都市化が着実に進み、人々の消費意欲も旺盛で、経済成

長を実感させるものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗練されたジャカルタ中心街と 
豊富な商品が並ぶ近代的なコンビニエンスストア 

出所： イーストスプリング・インベストメンツ撮影 
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